
講　演

と きと き

ところところ

2017年2月5日 日

熊本大学工学部百周年記念館

午後1時30分～午後6時15分（交流会1時間を含む）

喜多 悦子氏（笹川記念保健協力財団　理事長）［講師］

プログラム

講演・シンポジウム

交流会

13：30

13：35

13：45

14：00

15：10

17：00

17：15

18：15

開会・主催者挨拶

来賓挨拶

報告
　熊本大学男女共同参画推進室の取り組みについて
講演
　演題　激変する世界！ あなたは何をしますか？ 何ができますか？
　　　　　～健康における性とジェンダー～

　講師　喜多　悦子氏（笹川記念保健協力財団　理事長）

シンポジウム
　「人間の尊厳と連帯・ローカルに・グローバルに考える」
　喜多　悦子氏（笹川記念保健協力財団　理事長）
　小野　友道氏（熊本大学顧問・名誉教授、熊本機能病院顧問）
　原田　信志氏（熊本大学学長）
　中園三千代氏（熊本県民交流館パレア館長）
　潮谷　義子氏（日本社会事業大学　理事長）

閉会

交流会

閉会

参加費：1,000円（定員300名）

参加費：500円（定員100名）

学生は無料

～健康における性とジェンダー～～健康における性とジェンダー～

お 問 合 せ：熊本県男女共同参画活動交流協議会　事務所 TEL：096-369-3203　FAX：096-369-3204
後援（予定）：熊本市・熊本日日新聞社・ＮＨＫ熊本放送局・RKK・TKU・KKT・KAB・FMK・FM791
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激変する世界！ あなたは何を
しますか？ 何ができますか？
激変する世界！ あなたは何を
しますか？ 何ができますか？
激変する世界！ あなたは何を
しますか？ 何ができますか？

イギリスのＥＵ離脱とメイ首相の誕生、ガラスの天井を破れなかったヒラリー・クリントンとトランプ大統領。世界の変
化は日本と無関係ではありません。数字上、劣っている日本のジェンダー状況、男女を問わず、あなたはご自分の毎
日に満足ですか?　次世代のジェンダーはどうあるべきで、あなたは何が出来そうですか?　国際保健分野で見た、
観た、看た諸外国の女性と子ども、家族の姿を供覧し、人口、健康、地域社会の安定と紛争についてお話します。



喜多　悦子氏
公益財団法人 笹川記念保健協力財団理事長
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熊本大学工学部百周年記念館
（黒髪南地区キャンパス）

熊本大学工学部百周年記念館へのアクセス

・都市バス第1環状線左回り「子飼橋」下車徒歩10分
・産交バス大津方面行き「熊本大学前」下車

【JR熊本駅から】
・都市バス第1環状線右回り「子飼橋」下車徒歩10分

【JR竜田口駅から】
・市営バス又は産交バス交通センター行き「熊本大学前」下車

【交通センターから】
・産交バス竜田口駅・楠団地行き、大津・吹田団地行き又は
 武蔵ヶ丘行き「熊本大学前」下車

参加申込書
●講演・シンポジウムに □参加します　　　□参加しません
●交流会に □参加します　　　□参加しません

ご氏名

ご連絡先（電話など）

ご所属

※人数制限あり、FAX096-369-3204へ1月31日までに申し込みが必要です。参加費は当日徴収いたします。

奈良県立医科大学卒業。医学博士。Johns Hopkins大学公衆衛生大学院上級

研究員（～現在）。

小児科／臨床検査医後（奈良医大、国立大阪病院、NIH/NIEHS米国立研究所／

環境保健研究所、中国中日友好病院JICA専門家）、国立国際医療研究センター

に移籍し国際保健専従に。UNICEFアフガン事務所、WHO本部緊急人道援助

部勤務他、多数大学の国際保健教育に関与。2001年より日本赤十字九州国際

看護大学教授、2005年より2013年まで学長。

1988年日本政府よりパキスタン・ペシャワールに新設されたUNICEFに派遣

されたが、これは日本政府が海外の紛争地域に派遣した最初の日本人医師と

なった。2013年より現職。

エイボン女性大賞など多くの受賞をしているが、1997年にはペルー大使公邸

人質事件における現地医療協力支援の功績に対し厚生大臣賞、2012年には

男女共同参画社会づくり功労者として内閣総理大臣、2013年には外務大臣表

彰を受賞している他、2006年版NewsWeek世界が尊敬する日本人100人に

選出。 2006 100 Japanese respected by the WORLD

駐車場台数に限りが
ありますので、できるだけ
公共交通機関をご利用

ください。


